
そ
の
５
・
緑
区
藤
が
丘
地
区

１
一
緑
区
藤
が
丘
地
区
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
方
法

　
緑
区
藤
が
丘
地
区
の
場
合
、
町
内
会
関
係
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
を
中

心
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
施

設
ニ
ー
ズ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
活
動
を
援
助
す

る
全
般
的
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

　
調
査
対
象
地
区
は
、
日
常
利
用
圏
の
一
つ
で
あ
る

緑
区
藤
が
丘
地
区
で
あ
る
が
、
活
動
エ
リ
ア
が
東
急

田
園
都
市
線
沿
い
に
広
域
に
拡
が
っ
て
い
る
団
体
も

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
活
動
に
つ
い
て
も
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
た
。

２
一
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

・
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

　
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
社
会
教
育
指

　
導
員
兼
任
）
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
「
ぽ
ん
ぽ
こ
」
、

　
緑
区
国
際
交
流
協
会
、
歴
史
同
好
会
、
花
火
実
行

　
委
員
会
、
グ
ル
ー
プ
助
け
合
い
、
㈱
オ
フ
ィ
ス
ポ

　
ケ
ッ
ト
、
横
浜
佃
園
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
藤
和

　
ク
ラ
ブ
、
谷
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
給
食
の
会

・
自
治
会
・
町
内
会
関
係

　
町
内
会
ブ
ロ
。
ク
長
（
民
生
委
員
、
交
通
安
全
母

　
の
会
、
家
庭
防
災
員
、
保
健
指
導
委
員
、
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
兼
任
）
、
消
費
生
活
推
進
員
北
部

　
代
表

・
施
設
関
係

　
藤
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
指
導
員
、
さ
つ
き
が
丘
小

　
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
館
長

・
区
役
所
職
員

　
区
政
推
進
課
、
市
民
課
、
保
健
所
、
建
築
課

３
一
地
区
の
概
要

①
緑
区
藤
が
丘
地
区
の
特
性

ア
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
性
格

　
こ
の
地
区
は
、
昭
和
四
十
一
年
の
東
急
田
園
都
市

線
の
開
通
に
と
も
な
い
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
開
発
さ
れ
た
二
戸
建
住
宅
を
中
心
と
す
る
良
好

な
住
宅
地
で
あ
る
。
ま
た
、
部
分
的
に
開
発
以
前
か

ら
の
農
地
が
残
存
し
て
い
る
。
地
区
の
大
部
分
は
第

一
種
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
低
層
の

一
戸
建
て
住
宅
が
並
ん
で
い
る
。
昭
和
四
十
年
代
前

半
に
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
が
行
わ
れ
、

四
十
年
代
後
半
か
ら
一
挙
に
居
住
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｄ
は
四
十
～
四
十
五
年
、
四
十
五
～
五
十
年
、

五
十
～
五
十
五
年
の
エ
リ
ア
が
含
ま
れ
て
い
る
。

イ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
街
並
み

　
地
区
の
中
に
は
、
建
築
協
定
を
締
結
し
て
い
る
良

好
な
住
宅
地
も
あ
る
が
、
開
発
後
約
三
十
年
が
経
過

し
て
い
る
た
め
、
建
替
や
相
続
等
が
発
生
し
、
二
世

帯
住
宅
や
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
増
加
す
る

な
ど
、
街
並
み
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

ゾーン区分施設配置図図―

１
―
緑
区
藤
が
丘
地
区
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
カ
法

２
―
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

３
―
地
区
の
概
要

４
―
地
域
課
題

５
―
自
治
会
・
町
内
会
の
性
格

６
―
自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ

７
―
住
民
の
相
互
関
係
、
活
動
グ
ル
ー
プ
と

　
　
行
政

８
―
地
域
施
設
の
整
備
状
況
と
利
用
状
況

９
―
施
設
ニ
ー
ズ
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ウ
多
い
企
業
の
社
宅

　
開
発
当
時
、
大
企
業
に
対
し
て
分
譲
地
を
一
括
し

て
斡
旋
し
た
経
緯
が
あ
り
、
企
業
社
宅
が
多
い
。
同

じ
企
業
に
勤
め
る
人
が
固
ま
っ
て
居
住
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
も
あ
る
。

エ
明
解
な
エ
リ
ア
分
け
の
な
い
地
区

　
地
区
は
起
伏
が
激
し
く
坂
道
が
多
い
。
谷
筋
を
走

る
田
園
都
市
線
、
そ
れ
と
平
行
し
て
走
る
国
道
２
４

６
が
地
区
を
縦
断
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
域
活
動

の
動
き
か
ら
は
、
明
解
な
エ
リ
ア
分
け
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

②
―
居
住
者
の
特
徴

　
区
役
所
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
下
に
地
区
の
住
民
層
は

三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
は
、
東
急
の
開
発
前
か
ら
居
住
し
て
い
る
い

わ
ゆ
る
地
付
き
の
旧
住
民
で
、
農
家
が
多
い
。

　
第
二
に
は
、
開
発
後
転
人
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
新

住
民
で
、
東
京
に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
が

多
い
。
新
住
民
と
い
っ
て
も
最
近
で
は
か
な
り
高
齢

化
し
、
定
住
住
民
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
社
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ワ
ン
ル
ー
ム
な

ど
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
流
動
的
な
住
民
で
、
い

わ
ば
新
・
新
住
民
と
い
え
る
。
地
域
に
対
す
る
関
心

が
多
い
。
ま
た
、
千
草
台
ク
ラ
ブ
と
い
う
元
来
町
内

会
の
婦
人
部
の
所
有
の
建
物
が
あ
り
、
自
治
会
・
町

内
会
、
連
合
町
内
会
で
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

は
、
青
葉
台
駅
前
に
緑
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
緑
区

青
少
年
図
書
館
、
藤
が
丘
駅
前
に
東
急
カ
ル
チ
ャ
ー
、

地
区
外
で
は
あ
る
が
市
が
尾
駅
前
に
生
活
ク
ラ
ブ
み

ど
り
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
全
体
的
に
施
設
は
少
な
く
、

銀
行
の
会
議
室
や
企
業
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
開
放
し

て
も
ら
っ
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
部
屋
を
賃
借

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

４
一
地
域
課
題

①
―
生
活
環
境
に
関
す
る
課
題

　
生
活
環
境
に
関
す
る
課
題
と
し
て
は
、
谷
本
川
の

川
原
へ
の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
深
刻
な
問
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
地
区
内
の
交
通
量
が
増
加
し
て

お
り
、
幹
線
道
路
だ
け
で
な
く
狭
い
道
路
ま
で
通
過

交
通
が
流
入
す
る
な
ど
、
危
険
な
状
況
に
あ
る
。

　
ま
た
、
主
要
な
道
路
に
植
え
ら
れ
た
街
路
樹
が
育

ち
過
ぎ
て
街
灯
の
照
明
の
妨
げ
に
な
り
、
路
上
駐
車

に
よ
り
見
通
し
も
悪
く
、
夜
道
が
暗
く
て
女
性
の
一

人
歩
き
が
危
険
な
箇
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

が
薄
く
、
近
所
づ
き
あ
い
も
余
り
な
く
、
生
活
マ
ナ
ー

に
問
題
の
あ
る
人
も
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
ｌ
地
域
施
設
の
整
備
状
況

　
い
わ
ゆ
る
旧
四
点
セ
ッ
ト
と
し
て
は
、
藤
が
丘
地

区
セ
ン
タ
ー
と
、
さ
つ
き
が
丘
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
。
自
治
会
・
町
内
会
館
は
少
な

く
、
一
館
は
現
在
使
用
で
き
な
い
状
況
で
、
一
館
は

商
店
街
の
振
興
会
の
建
物
で
あ
る
た
め
利
用
の
制
約

②
―
高
齢
者
や
障
害
者
の
増
加
に
伴
う
問
題

　
調
査
対
象
地
区
で
は
高
齢
者
や
障
害
者
が
増
加
し

て
い
る
が
、
藤
が
丘
地
区
は
坂
道
が
多
く
、
個
々
の

住
宅
の
多
く
は
玄
関
前
に
階
段
が
あ
る
た
め
、
一
人

で
昇
り
下
り
で
き
な
い
高
齢
者
は
外
出
さ
え
ま
ま
な

ら
な
い
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
や
近
所
づ
き
あ

い
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
介
護
者
も
不
足
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
孤
立
の
問
題
は
、
今
後

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
定
年
退
職
し
て
地
域
に
入
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
が
、
地
域
と
何
ら
か
か
わ
り
を
持
た
ず

に
生
活
し
て
き
た
人
は
地
域
の
中
で
の
つ
な
が
り
が

な
く
、
孤
立
し
や
す
い
。

③
―
子
育
て
中
の
母
親
の
孤
立
の
問
題

　
保
健
所
の
人
の
話
で
は
、
子
育
て
中
の
若
い
母
親

は
、
結
婚
し
て
も
仕
事
を
継
続
し
、
子
供
の
誕
生
と

同
時
に
退
職
す
る
た
め
、
地
域
で
仲
間
が
で
き
ず
、

ま
た
、
核
家
族
化
に
よ
り
相
談
相
手
が
少
な
い
な
ど

孤
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る

母
親
も
多
く
、
彼
女
達
の
話
合
い
の
場
が
な
い
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
働
い
て
い
る
母
親

は
保
育
園
へ
の
入
園
を
希
望
し
て
い
る
が
、
そ
の
数

は
少
な
く
不
足
し
て
い
る
。

④
―
そ
の
他

　
そ
の
他
の
地
域
の
課
題
と
し
て
は
、
分
区
に
よ
り

馴
染
み
の
あ
る
地
域
が
分
か
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
、

横
浜
市
の
は
ず
れ
に
あ
る
た
め
か
市
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
参
加
し
づ
ら
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

５
一
自
治
会
・
町
内
会
の
性
格

①
―
立
場
に
よ
り
異
な
る
町
内
会
へ
の
期
待

　
連
合
町
内
会
の
役
員
に
は
、
農
家
を
営
ん
で
い
る

旧
住
民
が
多
い
。
こ
れ
は
、
日
中
に
自
由
な
時
間
が

と
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
町
内

会
全
体
の
構
成
員
は
地
域
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
り
、

農
家
の
多
い
ブ
ロ
ッ
ク
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
多

い
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
様
々
で
、
当
番
制
の
と
こ
ろ
も
多
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い
。

　
町
内
会
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
と
住
民
側

で
認
識
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
行
政
側
は
町
内
会
を

住
民
の
代
表
と
し
て
見
な
し
て
い
る
の
に
対
し
、
町

内
会
側
に
は
総
じ
て
住
民
代
表
と
い
う
自
覚
は
な
い
。

特
に
、
当
番
制
で
役
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
新
し
い

地
域
で
は
、
住
民
自
身
が
た
ち
も
町
内
会
役
員
に
対

し
て
住
民
代
表
的
な
役
割
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い

よ
う
だ
。
た
だ
、
新
住
民
の
中
に
は
、
積
極
的
な
町

内
会
を
期
待
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　
町
内
会
の
活
動
と
し
て
は
、
広
報
配
布
を
は
じ
め
、

年
間
八
十
～
百
種
類
の
チ
ラ
シ
等
の
配
布
、
回
覧
、

募
金
の
集
金
、
さ
わ
や
か
運
動
、
盆
踊
り
の
開
催
な

ど
で
あ
る
。

６
一
自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ

①
―
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
三
タ
イ
プ

ア
生
活
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
活
動

　
第
一
は
、
生
活
の
ゆ
と
り
を
楽
し
む
人
を
中
心
と

す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
で
あ
る
。
活
動
の
内
容
は
、
文

化
活
動
、
社
交
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
多
い
。

　
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
型
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
老
人
ク

ラ
ブ
も
出
現
し
て
い
る
。
「
近
所
付
き
合
い
は
嫌
だ

が
仲
間
は
欲
し
い
」
と
い
う
考
え
方
で
、
共
通
の
趣

味
、
気
の
合
っ
た
同
士
が
地
域
の
中
で
仲
間
づ
く
り

を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
生
活
し
て
ま
だ
、

日
の
浅
い
新
・
新
住
民
や
退
職
し
た
老
人
が
地
域
の

中
に
居
場
所
を
求
め
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
、
活
動

層
は
多
様
で
あ
る
。

イ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動

　
例
え
ば
、
地
域
の
振
興
を
目
的
と
し
た
商
店
街
に

よ
る
花
火
実
行
委
員
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ

る
藤
が
丘
駅
前
の
美
化
を
目
的
と
し
た
「
ば
ら
の
花

壇
づ
く
り
」
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

ウ
課
題
解
決
型
活
動

　
第
三
は
、
あ
る
程
度
地
域
に
根
づ
い
た
人
達
に
よ

る
目
的
意
識
の
強
い
、
問
題
解
決
型
の
活
動
で
あ
る
。

　
こ
の
地
区
は
、
若
い
子
育
て
中
の
母
親
の
多
い
地

域
で
あ
り
乳
幼
児
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
も
数
多
い
。

主
に
、
家
庭
教
育
学
級
を
き
つ
か
け
と
し
て
グ
ル
ー

プ
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
区
役
所
の
社
会
教
育
の
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
始
め
ら
れ
た
母
親
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
の
た
め

の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
他
区
に
先
駆
け
て
始

め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
涯
教
育
学
級
や
地
区

セ
ン
タ
ー
の
講
座
も
、
保
育
つ
き
と
な
り
、
若
い
母

親
が
参
加
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
の
老
人
給
食
活

動
、
産
前
、
産
後
の
手
助
け
を
株
式
会
社
の
形
態
で

行
っ
て
い
る
㈱
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
、
新
し
い
助
け

合
い
の
理
念
を
も
っ
た
地
域
福
祉
活
動
で
あ
る
「
グ

ル
ー
プ
助
け
合
い
」
な
ど
の
活
動
も
こ
の
地
域
の
課

題
解
決
型
の
活
動
で
あ
る
。

②
―
四
十
代
、
五
十
代
の
女
性
が
中
心
と
な
り
活
発

な
活
動
を
展
開

　
自
主
活
動
を
展
開
し
て
い
る
住
民
の
中
心
は
、
子

育
て
が
一
段
落
し
た
四
、
五
十
代
の
女
性
達
で
あ
る
。

　
彼
女
達
は
子
育
て
の
間
に
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
町
内
会
関
連
の
役
員
な
ど
を
一
通
り
歴
任
し

地
域
活
動
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
プ
ロ
で
あ
る
。

問
題
意
識
も
豊
富
で
、
地
域
の
新
し
い
課
題
に
も
敏

感
で
あ
り
、
反
応
も
素
早
い
。
地
域
活
動
で
得
て
き

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
他
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

達
に
も
刺
激
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
も
出
現
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
運
営
か
ら

株
式
会
社
設
立
に
よ
る
展
開
ま
で
、
多
様
な
形
態
で

最
大
の
効
果
を
目
指
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。
そ

の
圧
倒
さ
れ
る
パ
ワ
ー
は
、
他
の
住
民
を
巻
き
込
ん

で
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
経
験
が
そ
つ
の
な
い

運
営
を
実
現
さ
せ
て
お
り
、
例
え
ば
、
会
報
の
作
成

ど
も
か
な
り
本
格
的
で
あ
る
。
今
で
は
、
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
組
織
は
か
な
り
安
定
し
、
活
動
の
成
熟

期
と
も
言
う
べ
き
次
の
段
階
へ
差
し
か
か
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
も
幾
つ
か
あ
る
。

③
―
「
グ
ル
ー
プ
助
け
合
い
」
の
活
動

　
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
と
く
に
「
グ
ル
ー

プ
助
け
合
い
」
の
活
動
は
注
目
さ
れ
る
。

　
一
九
八
五
年
に
発
足
し
た
こ
の
活
動
は
、
子
育
て

が
一
段
落
し
て
手
の
空
い
た
主
婦
を
活
動
の
原
動
力

と
し
、
子
供
に
代
わ
っ
て
手
が
か
か
り
始
め
た
親

（
高
齢
者
）
の
生
活
の
手
助
け
を
活
動
の
内
容
と
し

て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
家
族
の
成

長
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
熟
に
的
確
に
対
応
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
有
償
サ
ー

ビ
ス
と
す
る
こ
と
で
、
介
護
す
る
側
に
も
介
護
さ
れ

る
側
に
も
「
お
仕
着
せ
で
な
い
福
祉
」
と
い
う
新
し

い
関
係
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
そ

れ
に
よ
り
、
「
地
域
の
労
働
力
が
地
域
で
活
用
さ
れ

る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
、
形
態
も
維

持
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
地
域
福
祉
の
活
動
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
活
動
グ
ル
ー
プ
の
方
針
と
し
て
、
決
し

て
個
々
人
の
自
己
満
足
で
は
な
く
、
常
に
問
題
に
取

り
組
む
意
識
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て

い
る
。

町内会の役員の話では、「特に集

金が大変で、留守がちの家が多い、

寄附の趣旨に無理解、期限を守ら

ない」「本来、住民全員で盛り上

げるものであるのに、一部の人が

勝手にやっていると思われている

らしい。そういう意味でも、町内

会が行政と住民のパイプ役を果た

しｲているかどうか疑問である。」
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７

住
民
の
相
互
関
係
、
活
動
グ
ル
ー
プ
と

行
政

①
―
住
民
の
相
互
関
係

ア
圧
倒
的
多
数
の
新
住
民

　
旧
住
民
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
元
農
家
の
人
達
は
少

数
派
で
あ
り
、
さ
ら
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
大
手
の

大
規
模
開
発
に
よ
り
圧
倒
的
に
多
数
派
と
な
っ
て
い

る
昭
和
四
十
年
代
の
居
住
者
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
自
主
的

な
活
動
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、
成
熟
期
を
迎
え
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
元
農
家
の
住
民
は
連
合
町

内
会
長
を
初
め
既
成
の
住
民
組
織
の
活
動
を
担
っ
て

い
る
。
住
宅
地
の
新
住
民
と
の
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。

例
え
ば
、
老
人
給
食
の
活
動
を
し
て
い
る
人
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、
「
野
菜
等
を
寄
贈
し
て
く
れ
る
こ

と
も
多
く
大
変
感
謝
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
地
域
課
題
の
内
容
が
変
化

す
る
中
で
、
古
く
か
ら
の
住
民
や
農
家
の
人
の
理
解

を
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
新
旧
住
民
の
か
か
わ
り
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運

営
面
に
も
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
長
は
旧
住

民
で
あ
る
が
、
指
導
員
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ

は
新
住
民
、
利
用
者
も
新
住
民
が
多
い
。
運
営
委
員

長
は
、
実
際
の
運
営
に
は
ほ
と
ん
ど
口
を
挟
ま
な
い

が
、
必
要
な
時
は
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
惜
し
ま
ず
、

セ
ン
タ
ー
運
営
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
住
民
主
導
型
の
地
域
で
あ
る
が
、
旧
住
民
と
の

協
力
関
係
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

泌
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
行
政
と
の
か
か
わ
り

　
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
行
政
と
の
関
係
は
活
動
グ

ル
ー
プ
の
設
立
の
経
緯
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た

り
、
設
立
時
に
無
関
係
で
あ
る
場
合
で
も
、
活
動
す

る
上
で
行
政
の
力
が
必
要
な
場
合
は
、
い
わ
ば
。
利

用
す
る
”
形
で
行
政
と
接
す
る
と
い
う
ク
ー
ル
な
意

見
も
あ
っ
た
。
行
政
の
職
員
は
概
ね
二
年
程
度
で
配

置
転
換
さ
れ
る
の
で
継
続
し
た
付
き
合
い
が
で
き
ず

活
動
か
や
り
に
く
く
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
の
主
催
の
講
演
会
や
生
涯
教
育
な
ど

の
講
座
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
地
区
セ
ン
タ
ー

が
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
事
例
も
み
ら

れ
る
（
例
：
歴
史
同
好
会
）
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

行
政
と
自
主
活
動
と
の
接
点
は
確
か
に
あ
り
、
こ
の

地
区
で
は
、
区
役
所
の
社
会
教
育
の
職
員
が
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
の
す
ぐ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
き
た
。

８
一
地
域
施
設
の
整
備
状
況
と
利
用
状
況

①
―
低
い
町
内
会
館
の
整
備
率

　
地
区
の
町
内
会
館
の
整
備
率
は
四
四
％
と
低
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
使
え
な
い
状
態
の
施
設
も

あ
る
。
干
草
台
ク
ラ
ブ
と
い
う
町
内
会
婦
人
部
の
建

物
が
あ
り
、
現
在
、
自
治
会
・
町
内
会
、
連
合
町
内

会
で
利
用
し
て
い
る
。
百
人
弱
収
容
可
能
で
、
冷
暖

房
、
電
話
が
つ
い
て
い
る
。
鍵
は
町
内
会
長
と
近
所

の
人
が
管
理
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
利
用
実
績
の
な

い
人
は
利
用
し
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
―
さ
つ
き
が
丘
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ルア
自
主
事
業
で
き
っ
か
け
づ
く
り

　
平
成
五
年
に
開
館
し
た
さ
つ
き
が
丘
小
学
校
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
開
館
後
日
が
浅
い
こ
と
も

あ
る
が
、
貸
館
だ
け
で
な
く
自
主
事
業
を
行
う
こ
と

で
地
域
に
馴
染
ま
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

　
こ
の
開
館
と
同
時
に
誕
生
し
た
子
育
て
グ
ル
ー
プ

も
あ
り
そ
こ
に
専
用
ロ
ッ
カ
ー
を
置
か
せ
て
も
ら
う

な
ど
、
活
動
を
し
や
す
く
す
る
工
夫
も
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
研
修
室
は
床
が
リ
ノ
リ
ウ
ム
な
の
で
子
供

連
れ
で
汚
し
て
も
掃
除
し
や
す
い
、
と
評
判
が
よ
い
。

　
利
用
者
の
中
心
は
田
園
都
市
線
沿
線
に
住
む
四
十

～
五
十
代
の
女
性
の
利
用
が
多
い
。
気
軽
な
仲
間
づ

く
り
の
場
と
し
て
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
、
小
学
校

に
併
設
し
て
い
る
た
め
に
来
館
し
や
す
い
が
、
「
人

口
が
わ
か
り
に
く
い
」
と
い
う
声
も
あ
る
。
ま
た
、

研
修
室
、
和
室
、
図
書
室
の
ほ
か
、
学
校
開
放
部
分

の
体
育
館
や
校
庭
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

吊
運
営
に
人
手
と
予
算
が
不
足

　
町
内
会
関
係
者
に
よ
る
運
営
委
員
と
、
そ
の
下
に

文
化
部
会
、
ス
ポ
ー
ツ
部
会
、
市
民
図
書
館
部
会
を

組
織
し
て
い
る
が
、
実
際
は
館
長
が
一
人
で
運
営
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
問
題
点
と
し
て
は
、
予
算
が

少
な
い
こ
と
と
人
手
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

③
―
藤
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー

ア
老
人
給
食
活
動
を
可
能
に
し
た
地
区
セ
ン
タ
ー
の

開
館

　
藤
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
は
藤
が
丘
駅
か
ら
徒
歩
五

分
程
度
の
住
宅
街
の
真
ん
中
に
立
地
し
て
お
り
、
国

際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
併
設
し
て
い
る
。
施
設
と
し
て

は
体
育
室
、
工
芸
室
、
料
理
室
、
和
室
、
会
議
室
、

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
て
お
り
、

中
で
も
、
工
芸
室
、
料
理
室
、
体
育
室
館
な
ど
の
特

別
室
が
混
雑
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
料
理
室
は
、

老
人
給
食
活
動
を
可
能
に
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

ま
た
一
階
の
吹
き
抜
け
ロ
ビ
ー
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

作
品
展
示
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ティータイム―老人給食活動ティータイム―グループ助け合い

　藤が丘地区センターにおいて、約50人

のひとり暮らし老人を対象に年10回開催

される老人給食は、社会福祉協議会と栄

養の会が協力して運営している。独り暮

らし以外のお年寄りなど新規参加者の希

望や回数増加の希望も多いが、センター

の設備では一回あたりの食事数を増やす

ことも回数を増やすこともできないのが

現状である。しかし、同センターの積極

的な支援があり心強い。

　　『グループ助け合い』は、1985年に発足した有償ボランティア

活動である。田園都市線沿線を活動エリアとし、地域に増加しつ

つある高齢者を対象にしており、年々活動規模が増加しつつある。

有償とすることで、サービスをする側は労働として位置づけるこ

とができるし、サービスを受ける側は気兼ねなく利用することが

できる。ただし、活動のコアスタッフ達の事務的な活動は無償で

あるため、年300万円程度に相当する労働が無償ボランティアと

して行われているのが実情で、今後、活動の継続を考える上での

問題点といえよう。
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イ
多
い
グ
ル
ー
プ
利
用

　
自
主
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
利
用

が
多
い
。
四
十
～
五
十
代
の
女
性
の
利
用
が
多
い
が

近
年
で
は
、
定
年
退
職
後
の
男
性
も
増
え
て
き
て
い

る
。
利
用
者
は
区
全
域
か
ら
来
て
い
る
。

ウ
職
員
と
ス
タ
ッ
フ
が
精
力
的
に
地
区
セ
ン
タ
ー
を

　
運
営

　
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
自
治
会
・
町
内
会
関

係
の
住
民
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
運
営
委
員
会
が
、

年
四
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
委
員
に
は
多
忙
な
人

が
多
く
、
会
議
へ
の
出
席
率
も
低
い
。
そ
の
た
め
、

運
営
の
基
本
に
か
か
わ
る
よ
う
な
議
論
が
し
に
く
く
、

承
認
機
関
と
し
て
の
機
能
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
は
十
八
人
で
、
全
員
女

性
で
あ
る
が
、
指
導
員
の
話
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
の
任
期
が
一
年
し
か
な
い
こ
と
、
原

則
と
し
て
一
月
交
代
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
事
務
的

な
引
継
ぎ
が
う
ま
く
い
か
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
半
分
の
ス
タ
ッ

フ
は
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
っ
て
、
腰
を
据
え
て
真
剣
に

取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
任
期

が
短
す
ぎ
て
や
る
気
を
活
か
せ
な
い
勤
務
形
態
に
な
っ

て
い
る
。

エ
地
域
に
根
差
す
地
区
セ
ン
タ
ー
を
模
索
中

　
藤
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
活
発
な
グ
ル
ー
プ
に

は
頼
り
に
な
る
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

気
軽
に
入
れ
て
、
誰
か
に
会
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
も
評
価
が
高
い
。
そ
の
運
営
姿
勢
は

単
な
る
貸
館
機
能
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
講
座
を
き
っ

か
け
に
、
「
お
話
し
の
ゆ
り
か
ご
」
と
い
う
読
み
聞
か

保育ボランティアの活動
せ
の
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
、
セ
ン
タ
ー
で
月
二
回
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
地
域
施
設
と
し
て
の
役
割
を
模
索
し
て
い

る
職
員
は
、
「
さ
ら
に
、
地
域
の
課
題
へ
対
応
し
て

い
く
セ
ン
タ
ー
と
な
る
た
め
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
基

本
的
な
あ
り
方
を
、
運
営
委
員
会
、
職
員
、
ス
タ
ッ

フ
が
今
一
度
問
い
直
し
、
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
む

姿
勢
が
必
要
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

９
一
施
設
ニ
ー
ズ

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
か
ら
既
存
施
設
の
評
価
を
踏
ま

え
、
活
動
を
展
開
す
る
上
で
の
施
設
ニ
ー
ズ
お
よ
び

そ
の
他
の
ニ
し
ス
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

①
―
施
設
ニ
ー
ズ

ア
地
域
施
設
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る

　
こ
の
地
域
で
は
施
設
整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

と
に
か
く
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

多
い
。
町
内
会
館
の
整
備
率
を
低
く
、
地
区
セ
ン
タ
ー

は
既
に
満
杯
の
状
況
で
あ
る
。
「
完
璧
な
施
設
は
あ

り
得
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
も
ら
え
れ
ば

使
う
側
で
工
夫
し
て
使
い
こ
な
す
」
と
い
う
声
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
数
を
増
や
す
こ
と
が
緊

急
課
題
で
あ
る
。

イ
子
供
向
け
の
施
設
ニ
ー
ズ
が
高
い

　
ま
た
、
子
供
向
け
の
施
設
ニ
ー
ズ
が
多
い
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
一
戸
建
を
主
体
と
す
る
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
主
婦
、

学
校
に
通
う
子
供
が
二
人
の
四
人
家
族
」
と
い
う
典

型
的
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
を
大
量
に
流
入
さ
せ
た
。

そ
の
た
め
、
当
時
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
幼
児
に

対
す
る
施
設
は
皆
無
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
子
供
を

通
じ
て
母
親
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
て
お

り
、
子
供
（
幼
児
）
の
利
用
で
き
る
施
設
整
備
が
あ

れ
ば
、
母
親
た
ち
の
交
流
の
場
を
よ
り
豊
富
に
つ
く

お話しのゆりかご

ティータイム―㈱オフィスポケット

　　「主婦の働く場がなかったので、主婦ができる

産前・産後の母親業を始めた。しばらくして新聞

に取り上げられたが、反響が大きく働きたいとい

う人がたくさんいた。」「収益を第一目的として

いない活動なので、地区センター等公共施設が空

いている時は使わせて欲しい。企業ということで、

パンフも置いてもらえない。保健婦さんが、活動

を理解してくれて、､母親学級でパンフを配ってく

れ/こ。」
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り
だ
す
効
果
を
生
む
だ
ろ
う
。

ウ
高
齢
者
向
け
施
設
の
整
備
も
今
後
の
課
題

　
高
齢
者
に
対
し
て
も
同
様
で
、
最
近
の
高
齢
者
の

増
加
、
と
り
わ
け
独
り
暮
ら
し
老
人
、
日
中
独
居
老

人
の
増
加
に
対
し
て
、
介
護
活
動
の
不
足
、
施
設
整

備
の
遅
れ
が
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
老
人
給
食
活

動
は
地
区
セ
ン
タ
ー
の
料
理
室
を
利
用
し
て
毎
月
一

回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
施
設
あ
っ

て
の
活
動
で
あ
り
、
活
動
を
産
み
出
す
役
割
と
し
て

の
施
設
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
で

は
、
障
害
者
施
設
の
不
足
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
が

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

エ
施
設
利
用
形
態
の
ニ
ー
ズ

・
活
動
拠
点
的
な
利
用
の
ニ
ー
ズ

　
あ
る
程
度
安
定
し
た
活
動
に
は
、
年
間
を
通
し
て

優
先
予
約
と
活
動
の
道
具
置
き
場
の
確
保
、
必
要
な

器
具
の
購
入
な
ど
、
活
動
拠
点
的
な
利
用
を
望
む
声

が
強
い
。
実
際
に
、
運
営
面
で
そ
の
よ
う
な
配
慮
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

・
事
務
所
機
能
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

　
ま
た
、
と
く
に
こ
の
地
区
で
活
発
な
自
主
活
動
グ
ル

ー
プ
は
、
事
務
所
の
機
能
を
果
た
す
専
用
ス
ペ
ー
ス

を
必
要
と
し
て
お
り
、
切
実
な
施
設
ニ
ー
ズ
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
前
で
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
専
用
電

話
を
置
く
こ
と
で
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、

広
域
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
成

熟
し
た
自
主
活
動
は
常
駐
ス
タ
ッ
フ
、
書
類
置
き
場
、

専
用
電
話
と
い
っ
た
事
務
所
機
能
が
き
わ
め
て
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

・
利
用
規
制
の
柔
軟
化

　
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
企
業
に
も
空
い
て
い
る
時

に
は
貸
し
て
欲
し
い
、
館
内
で
飲
食
で
き
た
ほ
う
が

よ
い
、
月
一
回
の
利
用
制
限
が
あ
る
の
で
利
用
し
に

く
い
、
な
ど
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
の
利
用

規
制
の
柔
軟
化
を
も
と
め
る
声
が
高
い
。

②
―
施
設
以
外
の
二
ー
ズ
―
活
動
資
金
の
援
助
が

　
　
必
要

　
施
設
以
外
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
、
自
主
活
動
発
足
当

初
の
資
金
貸
付
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
仮
に
、

福
祉
的
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
有
償
非
営

利
で
行
う
際
、
活
動
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
が
資
金
的

に
苦
し
い
。
そ
の
際
に
、
補
助
で
な
く
て
も
貸
付
で

資
金
が
供
給
さ
れ
れ
ば
非
常
に
活
動
し
や
す
い
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
活
動
の
公
共
性
、
将
来
性
等

の
予
測
判
断
が
困
難
と
い
う
面
は
あ
る
に
し
ろ
、
活

動
の
立
ち
上
が
り
の
際
の
援
助
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

　
一
方
、
成
熟
期
に
達
し
た
活
動
に
と
っ
て
は
、
常

勤
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
の
捻
出
が
課
題
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
親
睦
的
、
サ
ー
ク
ル
的
な
活
動
で
は
な
く

非
営
利
の
公
益
的
事
業
体
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て

い
る
活
動
に
た
い
す
る
資
金
援
助
の
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

Λ
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
早
福
千
鶴
、
美
木
由
里
香
、
坂
本

道
弘
が
実
施
し
、
文
章
は
坂
本
が
ま
と
め
た
Ｖ
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